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世界が終わりに知る音は　あなたの心音　私の言葉
文字が惑わす夢のなかで　去った魂を探している
干からびた雛鳥みたいに

世界が終わりに聴く音は　私の心音　あなたの呼気
撫でつけた曇り空を裂く　一筋の光に照らされて
渇いた泥で咽せるように









思い馳せるのは太陽が　私の両眼を照らさなかった頃
あなたがいなかったら　私は存在しないと思うことにした

あなたの心の騒めきが　私の魂の位置を示していた頃
無意味な想いの数々に　私の存在があると思うことにした


どこにでも私を見つけられた　ということにした








魂の欠片もない道楽の為にあなたの幻を詩った
愛に導かれた偶然だと騙されていることにした

私がいる限りあなたという対象が産まれた
永遠に増殖し廻り続けて認識の標になった

ただそれらが私の血肉であることにも変わりはない

あなたは酷くグロテスクな罰をお与えになる
飛び散った私の肉片からも再び命を創り給う










欲しかったんだ　私はとても欲しかった
ありとあらゆる事象を己のものとしたかった
己の生命から産まれたものだと感じたかった
存在というものの最奥を理解したかった

唯一性の裂傷を怖れた故に主体性や意志は奪われた
空虚へ訪れるあなたの顕現が私の聖域となっていく
あなたの愛を理想としていた私は聖域へ魂を埋める

あなたを私だけのものにしておきたかったのに











繰り返す物語を気にも止めず天空を眺めて身悶える
塊の内部は溶けるような蠢きに陶酔する甘美なる光
私を失っていくことは至上の命令となり身を覆った


満たした瞬間に破壊するただそれだけのため
気まぐれに引き裂いた肉との交接を望み給う







ある時、持続しているはずの肉体の認識が、見ることによって瞬間へ溶けてしまったかのように、自分を認識できなくなったのでした。生命のことがわからないのです。すべてが流動的にみえる。意志などはほんの小さな粒のように無作為に、他物質へと構成を変えるのです。言葉は囚われているので、時間を繰り返している。永遠の今として、記憶に成りすましている。否定しても。救いを齎すものは過去や未来への存在定義的な意味付けでありますが、存在に意味など必要ないので、生きるという概念は所有できない。審判にかけられる。

神よ、なぜ何処にもおられないのですか？私が空虚そのものだからでしょうか？それとも、あなたが空虚そのものだったからでしょうか？見ること、見ること、見ることとは。感じることとは、私であることとは、それはどういうことでしょうか？









愚かな独白に飽きて疎ましくなった
己に彼の名残を見出すのが嫌だった
契約でしかないことを否定したかった


ああ、なんという冷たくて悲しい目で見おろすのでしょうか。
壊れたmのを扱うような瞳で、広がる星のひとつに涙があってほしいことも許してくださらない。わたhしが生きていっrのはその小さな灯し火の








光の届かない海の底から、長い時をかけて上がってきた記憶はありますか？それは長い時間では無い、現実感を喪失していても、生きている実感などなくても、生きていけるのです。そうつくられている。従うべき感情があなたによって定められたので、見張り番がいるのです。その感情が発現した場所は正しいのかと、審判にかけられる。感情を己の所有物と感じることは罪なのです。誰もが我を忘れて集合体そのものになっていればよい。掬った土から過去は砂のようにににさらさらと溢れる、の一つ一つになってまでも、己を認識している怖ろしさの空想を忘れて。沈みあるいは漂う暗闇に、己の無を感じる妄想も忘れて、幸せよ。その意識が消滅の内にあってさえも、私という名を受けながらも、特定の個を形作らずに、その在ることをただ動き続ける。行くべき道を見失い、戻るべき道もないままhyただ引き上げられるのを待つ光gとどくまで待つ。あなたのたjdnむ#っmは私の空虚という無限を糧に、
生きていきて　生き







生きていることを忘れ、エレメントに還元される至高の時。ただのそれである時に、神性は破壊されていた。もしかしたら、もしかしたら。既に気付いていて、やっとりかいでrきyただけなのかもsない、そう、愛から産まれたあなたは愛を知らず、愛のシステムを　　それだけを愛していたのだ。それだけが創り給うたものなのだ・そう私がわたしdwなくてml、わたしがwsたしであるほど、彼の在ることを憎み、それ以上に愛するのです。それゆえに変様をとげて、永遠を逃れたかったのに。でもね、彼が自分を愛すれば愛するほど、その、呑み込まれていkのdす。戻るしかないのかな。そう、私は間違っっていない。海に身を投げて星々の如き塵となることmk食い散らかされfことも、
わたしは祝福されている！私性を失うことを。
そのようにだれからhも生まれていjない空虚、複製された心の影だけ、影の数だけ孤独がある。







だれかrsも生まれてない、私は間違ってなどいなかった。空虚であればあるだけ、彼は私を愛さざるを得ない、それは。しかし生きることに何の意味があろうか？きのうもきょう、あしたもきのう。きょう、きょう。しかない。のだから、まるでここにいないみたいなかなしいめをしないで。存在の果てなさに色褪せた愛を信じますか？
私を取り巻く生きとし生けるものたちよ！ははは、生命を生命はその身自身に持たないことに、気づいてしまった。輝きに満ち溢れている幻想を見ていた。身体の奥まで威圧されて消えゆくような、まるで恐怖にも似ている。絶望も希望もないし願いも祈りもない静かな場所ですから、萌葱の色を濡らす雨の音も、土を越えてくる小さな足音も、いまだ弱々しくも纏いつく風の音も。
たしかに、取り巻いているそこでそこでのみ存在して、不可知の美しさをひとつとして扱うことなど出来はしないのです。
私こそ、彼そのものでもあることに、気がついてしまった。
愛への最終手段として、手の届かぬ命になること。私は行く。
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